訳者より 著者へ 

_ —— 「葡萄畑の 葡萄 作り」 —— 序 
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何しろ、 僕 は 今まで、 劇作家と しての あなたに より 

多くの 親しみ を もち、 小説家 乃至 随筆家と しての あな 

た を殆ん ど識ら なかった。 勿論、 あなたの 出世作 「poil 

de carotte」 は、 脚本と 併せて 小説の 方 も 読んだ が、 

それ は 例の 色んな 本 を渉獵 すると 云 ふ 楽しみ、 名著 を 

翻く と 云 ふこと、 そのこと が 既に 心 を 酔 はせ る、 さう 

云 ふ 時代の、 不真面目と は 思 はない が 可な り 無批判な、 

要するに 興に 乗じて 読む、 まあ さう 云 ふ 読み方 をした 

に過ぎない。 これに 反して、 あなたの 脚本 は、 少 くと 

も 「com6dies」 に 収められて ある 四篇 は、 僕に 取って、 

ミュッセの 戯曲と 共に、 束の間 も 座右 を 離さない、 云 



はゾ 宝典と も 称すべき もの だ。 きまぐれな 紳士 淑女の 

一 愛読書の 程度 を 遥かに 越えて ゐる こと は 云 ふまで も 

ない。 

さう 云 ふわけ で、 今度、 友人 鈴 木 君から 同 君ら の 計 

画になる 「仏蘭西 文学の 叢書」 の 刊行に 当って、 僕に 

も 小説 を 一 二 冊 訳して 見ない かと 云 ふ 勧めが あった 時、 

実は、 潜 上の 沙汰と 知りつ ゝ、 ルナ アルの ものなら ば 

と 云って、 それ も 始めて 読む 「葡萄畑の 葡萄 作り」 を、 

アナ トオル. フランスの、 これ も 僕の 選択で 「鳥 料理 

レエ ヌ. べド ォク」 と共に 引き受けて しまったの だ。 

あなたの 小説のう ちで、 ー篇 だけ 代表的な もの を 選 



び 出す こと は六ケ 敷い やうに 思 ふ。 然し、 あなたの 面 

目が 最も 躍如たる ばかりでなく、 僕 自身が 一 番惹 きつ 

けられ、 その上、 比較的 —— 誠に 卑怯な 話 だが II 訳 

し 易い と 思った の は、 此の 「葡萄 作り」 だった。 尤も 

此の 最後の 予想 は、 翻訳の 半ばから 見事に 覆された。 

戯曲 以外の あなたの 作品 を 読みながら 感じた こと は、 

あなたの 戯曲 を 読み、 それ を 舞台の 上で 見た、 その 時 

に 感じ、 それ以来、 感じ 続けて ゐる 感じ を、 一 層 濃厚 

に、 一 層 広く、 一 層 鮮明に、 一 層 深く した ものと 云 ふ 

一 言に 尽きる。 

そもそも あなた は、 恐ろしい ほど 正直に もの を 言 ふ 
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